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回、豊島区本来の自然の再生を目指す取り組
みとして、小さな水辺を中心としたビオトープ

を紹介しました。ひとつひとつは小さくても、区内
に点在する自然がつながり、連続することで、徐々
に区内に地域本来の生きものが行き来できるように
なります。

　豊島区でも、区内にある希少な生態系を守り、次
世代につなげ育てていくため、緑地の保全や、生態
系に配慮した公園づくりを行っています。１本の木
を植えるだけでも、多くの虫や鳥が生息できます。
ご家庭や事業所でも玄関先やベランダを活用して、
小さな自然を増やしてみませんか。

清和小学校・ビオトープ池

自然と親しむことで、
感性が育まれます。

長崎池のようすを
毎日観察しています。

岩間先生（写真下列中央）と
長崎小学校５年生のみなさん

緑の
メッセンジャーの
名札です
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のビオトープは、小学校の校庭
芝生化と共に、平成２１年に完

成しました。卒業生の保護者でプール
のヤゴ救出リーダーも務める町田さん夫
妻が、提案から計画まで関わりました。
　学校では生態系の学習や生きもの探
しの授業にこのビオトープ池を活用し

ており、この地域本来の自然を少しで
も再生できるように町田さん夫妻が中
心となって管理をしています。授業以
外では、子どもたちには掲示板を通じ
てビオトープ池で見つかった生きもの
の情報を発信しています。
　町田さんは「自然を守るだけでなく、
自然を見る目を育てていくことが必要。
今までの学校の池は、人間の目から見
てきれいに整備されたものが多い。こ
れからは『生きものの目線』で豊島区
本来の自然を子どもたちに伝えていき
たい」と話してくれました。

昔からその土地に生息する動植物が
生きていけるような自然を守ることの大切さを、
いま、改めて考えてみましょう。

長崎小学校・長崎池

崎小学校の５年生が平成
24年度に取り組んだ環境

教育授業「豊島区だからできる
環境教育、地域の緑を育てよう！
～５年生は緑のメッセンジャー
～」（講師：岩間美代子先生／
NPO 法人 ネイチャーセンター
リセン）では、以前からある自
然園と、その中にある鑑賞池を学校ビオ
トープ「長崎池」として再生しました。
　再生にあたり、地域在来の植物を郷土
資料館の資料で検証し、学校近隣の方々
にも聞き込み調査をしました。地域に生
息していた植物を植えることで、区の歴
史をひもときながら環境の変化を学べる
ように工夫されています。
　池の金魚をさらい、周りの土を掘り
おこし、植物を植えるなど、作業はす
べて子どもたちの手で。経験したこと
のない問題は、自分たちで考え、解決
していくことで、子どもたちも成長して
いきました。
　５年生が代々「緑のメッセンジャー」

として、自然園・長崎池の管理や生態
系の維持などを引き継いでいきます。
下級生にも説明をすることで、自然へ
の興味が広がり、日々知識を深めていっ
ています。
  「人間も自然の一部だと気が付くこと
が大切なんです」と力強く語ってくだ
さった岩間先生。当番の女の子は「はじ
めは管理するのは汚くて嫌だったけど、
みんなと活動しているのがだんだん楽
しくなってきた」と感想を話してくれま
した。校長先生、副校長先生は「この
活動をきっかけに、将来自然に関わる
ような仕事に就く子が出てくれるとうれ
しい」と期待を膨らませています。

子どもたちが主体となって

生きものの目線で

人と人をつなげる 南長崎はらっぱ公園内ビオトープ

長崎はらっぱ公園（平成２２年
７月開園）は、「南長崎４・５・

６丁目防災まちづくりの会」が中心と
なり、検討会による住民参加のワーク
ショップ方式で計画づくりを進めた公
園です。
　ワークショップの中で「公園完成後
も地域で公園を育てたい」との声があ
がったことから、同年、「はらっぱ公園
を育てる会」（以下・公園を育てる会）
を設立。地域の方と話し合いを重ねた
結果、ビオトープをつくることになりま
した。まずは、豊島区内外のビオトー

プを視察。その後、「できるだけ自然の
ままの手づくり池にしよう」をコンセ
プトにビオトープづくりが始まりまし
た。設計段階から土台作り、石の敷き
詰め、水草の植付けまでの実際の作業
を住民主体で行い、平成２３年４月に
オープンしました。
　現在は、公園を育てる会のメンバー
が中心となり、公園の清掃活動やビオ
トープの手入れをしています。ビオトー
プづくりを通し、自然の再生だけでなく、
住民同士の交流のきっかけとなり、コ
ミュニティの形成につながっています。
※南長崎はらっぱ公園　豊島区南長崎 6-1-20
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球上の生きものは、繋がり合い、バランスを保って生きています。昆虫
が絶滅すると、昆虫を餌とする野鳥が生きていけなくなり、それを餌

にしていた猛禽類※もいなくなります。昆虫の死骸や野鳥の糞を栄養にしてい
た植物も無くなるかもしれません。樹木の減少や森林の衰退が進み、地球上
のCO2 も増加してしまいます。こうしたつながり合いは、豊島区のようなま
ちのなかにもあります。ちょっとした水辺や緑の空間は、生きものを想像以
上に生長・繁殖させます。今回は、自然再生の活動が、人と人をつなげたり、
子どもの感性を育んでいる区内の事例をご紹介します。
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ビオトープ池で
見つかった生き
ものや植物の掲
示板です。

池の中やまわり
にも高低差をつ
け、里山に近い
環境を作り上げ
ました。
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地域の人たちで
手作りしました。




